










要約 

1.県単位で行う先天異常モニタリングでの奇形発生頻度(昭和63年6月まで)を実地調査研

究班で決定しているマーカー奇形に従って報告した。今年度の奇形発生でとくに目だった

増加を示す奇形はなかった。 

2.鳥取県先天異常モニタリングは歴史的にはじめ県下の 8公立病院による病院ベースでス

タートし,のち県全体でのモニタリングシステムになった。また,このモニタリング調査を

行っている関係者は意識して自分たちの属している県立中央病院および大学病院に受診し

ている先天奇形例をチェックしてそれらのデーターも参考にしている。今年度はこの 3ル

ートからの結果を比較して,モニタリングの調査方法が結果へ与える影響について検討し

た。重症の神経系奇形,白内障などは新生児期の報告システム(通常のモニタリングシステ

ム)では低い数値の結果がでてくる傾向が生じ,尿道下裂などは新生児期にやや過大に診断

報告されている傾向が見受けられた。 


